
特
集
・
市
政
情
報
の
整
備
と
利
用
①

市
民
に
よ
る
地
域
情
報
づ
く
り

①
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
試
み

千
賀
義
二

法
に
応
用
し
て
み
た
。

　
子
供
の
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
力
を
も

つ
、
生
活
環
境
か
ら
住
居
の
内
部
空
間
と
外
部

空
間
の
う
ち
外
部
空
間
を
と
ら
え
、
か
つ
視
野

を
「
緑
と
水
と
景
観
」
に
し
ぼ
り
、
子
供
の
日

常
生
活
圏
に
焦
点
を
あ
て
、
市
民
の
日
常
生
活

で
は
、
人
の
五
官
に
感
じ
な
が
ら
意
識
さ
れ
な

い
小
さ
な
景
観
空
間
を
考
え
、
調
査
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
小
学
生
の
通
学
路
で
、
坂
道
を
登
る
途
中
に

立
止
ま
り
、
周
囲
を
見
廻
し
観
察
し
て
み
る
。

足
元
に
空
缶
が
散
ら
か
っ
て
い
て
も
、
少
し
離

れ
た
景
色
を
眺
め
る
と
、
公
園
の
緑
、
斜
面
の

樹
木
、
寺
社
、
林
の
緑
の
間
か
ら
、
丹
沢
山
塊

や
大
山
、
あ
る
い
は
富
士
山
が
遠
眺
さ
れ
、
そ

の
下
方
に
恩
田
川
の
流
れ
が
一
本
の
帯
と
な
っ

て
横
た
わ
っ
て
見
え
る
。
一
時
、
自
動
車
の
音

も
周
囲
の
騒
音
も
消
え
、
林
の
緑
に
目
を
洗
わ

れ
る
お
も
い
が
す
る
。
現
在
の
緑
区
に
な
お
残

っ
て
い
る
風
景
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
緑
と

山
並
の
見
え
る
景
観
は
昔
日
の
横
浜
市
域
に

は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
あ
る
年
月
経

て
同
じ
場
所
に
立
っ
た
と
き
、
公
園
の
緑
は
消

え
失
せ
、
野
球
場
の
ネ
ッ
ト
に
変
り
、
緑
の
斜

面
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
で
お
お
わ
れ
て

い
る
と
い
っ
た
変
化
は
、
急
激
な
都
市
化
が
行

わ
れ
た
横
浜
市
内
の
随
所
に
見
ら
れ
る
現
象
で

あ
る
。
市
民
の
多
く
は
、
失
わ
れ
て
行
く
緑
に

①
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
試
み

②
市
民
の
手
に
よ
る
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り

一
　
は
じ
め
に

ニ
　
地
域
調
査
と
ま
ち
づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

三
　
地
区
計
画
と
住
民

四
　
お
わ
り
に

心
を
痛
め
な
が
ら
も
、
個
人
の
所
有
権
、
私
有

権
の
持
つ
強
烈
な
権
力
の
前
に
屈
し
て
き
た
。

　
い
ま
、
他
人
の
土
地
に
あ
る
林
や
森
の
緑
を
、

環
境
の
魅
力
と
し
て
、
訴
え
て
い
る
住
宅
業
者

や
一
般
不
動
産
業
者
は
、
昨
日
ま
で
、
自
己
所

有
地
に
法
的
制
限
の
限
度
ま
で
の
容
積
率
、
建

ぺ
い
率
で
集
合
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
に
、
地

域
の
林
や
森
を
切
開
き
緑
の
環
境
を
破
壊
し
て

建
物
を
建
設
し
、
都
市
的
利
便
性
や
都
市
施
設

の
充
実
を
訴
え
て
い
た
環
境
破
壊
者
で
あ
る
。

　
緑
を
求
め
て
都
会
か
ら
逃
げ
出
し
て
来
た
住

人
達
は
、
目
前
で
次
々
と
破
壊
さ
れ
て
行
く

「
緑
地
」
に
強
烈
な
危
機
感
を
持
ち
は
じ
め
て
い

る
。
し
か
し
、
危
機
感
を
抱
く
人
達
は
少
数
派

２
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市
民
が
良
好
な
居
住
環
境
と
し
て
求
め
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
態
様
に
つ
い
て
、
都
市
施
設
の

完
成
度
か
ら
の
検
討
と
文
化
、
福
祉
の
充
実
度

の
面
か
ら
検
討
す
る
と
ら
え
方
が
あ
り
、
こ
の

両
面
を
分
離
さ
せ
個
々
に
検
討
す
る
方
式
が
一

般
的
で
あ
る
。

　
複
雑
な
問
題
を
単
純
化
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

解
決
策
を
見
付
け
出
す
手
法
は
、
理
工
学
的
に

は
極
く
あ
り
ふ
れ
た
手
法
で
あ
る
が
。
都
市
の

生
活
環
境
を
検
討
す
る
場
合
に
こ
の
方
法
が
良

い
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
素

材
と
し
て
生
活
空
間
を
と
ら
え
て
考
察
す
る
手

一
　
は
じ
め
に



図―1まちづくりウォーキングの流れ図

に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
危
機
意
識
は
強

い
が
、
緑
地
保
全
対
策
や
創
造
に
対
す
る
積
極

的
な
協
力
を
し
て
、
山
林
所
有
者
と
連
帯
す
る

と
こ
ろ
ま
で
行
か
な
い
の
が
現
況
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昭
和
五
十
七
年

十
月
三
日
に
都
市
の
緑
と
景
観
を
保
存
し
、
創

造
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
求
め
る
資
料
を
つ

く
る
た
め
地
域
を
歩
き
な
が
ら
調
査
を
行
な
っ

た
。

ニ
―
地
域
調
査
と
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
調
査
地
域
を
横
浜
市
立
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校

の
通
学
区
域
に
限
定
し
、
「
緑
と
水
と
景
観
」
を

重
点
に
緑
区
カ
ル
テ
研
究
会
の
有
志
と
街
を
歩

き
な
が
ら
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
緑
区
カ
ル
テ

研
究
会
と
は
、
「
緑
区
環
境
図
集
一
九
八
〇
」

（
調
査
季
報
　
六
九
号
参
照
）
の
作
成
に
中
心

的
役
割
を
担
っ
た
人
達
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
、

緑
区
内
の
環
境
評
価
と
地
区
別
環
境
図
の
基
本

資
料
を
作
成
し
、
こ
の
一
連
の
地
区
カ
ル
テ
作

成
作
業
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
問
題
に
対
す
る

共
通
の
認
識
と
問
題
意
識
を
持
つ
緑
区
役
所
の

若
手
職
員
と
市
民
の
勉
強
会
で
あ
る
。

　
こ
の
会
が
地
域
調
査
を
目
的
に
歩
く
こ
と
は

二
度
目
の
こ
と
で
あ
り
、
都
市
計
画
の
資
料
と

し
て
利
用
で
き
る
調
査
と
な
る
と
、
容
易
に
着

手
で
き
ず
、
「
民
俗
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
な

ど
が
教
え
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
手
法
を
使

図一２　調査地点調査経路用
し
よ
う
と
し
た
が
、
今
回
の
調
査
に
そ
の
ま

ま
使
用
で
き
る
手
法
は
教
え
て
く
れ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
参
加
者
全
員
に
よ
る
、
自
由
討
論

が
繰
り
返
し
行
わ
れ
、
調
査
地
域
の
選
定
、
調

査
項
目
、
調
査
内
容
と
評
価
基
準
な
ど
を
決
定

し
た
。

　
調
査
地
域
の
選
定
　
調
査
地
域
の
選
定
は
、

住
民
の
居
住
区
域
の
自
主
的
調
査
で
は
選
定
を

考
え
る
必
要
は
な
い
が
、
そ
の
地
域
の
特
性
を

捉
え
る
準
備
と
し
て
都
市
環
境
の
総
合
的
把
握

は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
調
査
地
域
の

行
政
区
域
内
に
お
け
る
都
市
環
境
を
調
査
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
横
浜
市
民
の
場
合
は
、
調
査
を
行
う
区
の
横

浜
市
行
政
の
中
に
お
け
る
位
置
を
確
認
し
、
ま

た
各
事
業
局
で
立
案
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業

の
現
況
把
握
の
た
め
に
地
区
カ
ル
テ
、
都
市
施

設
現
況
図
、
航
空
写
真
地
区
明
細
地
図
等
を
利

用
し
て
区
内
の
地
域
を
い
く
つ
か
の
類
型
に
分

類
し
、
同
一
グ
ル
ー
プ
内
の
比
較
対
照
が
で
き

る
準
備
作
業
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
調
査
方
法
（
図
―
１
）
　
調
査
は
市
民
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
方
法
と
し
て
、
人
間
の
五
官

に
感
じ
る
感
覚
を
用
い
る
こ
と
に
し
、
特
別
な

道
具
、
器
具
類
の
使
用
は
見
合
せ
、
記
録
用
と

し
て
カ
メ
ラ
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
な
ど
を
使
用
す
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
調
査
は
範
囲
が
広
い
の

で
。
何
を
重
点
に
調
査
を
行
う
か
検
討
し
、
大

項
目
を
定
め
、
調
査
項
目
と
評
価
基
準
づ
く
り

を
調
査
用
地
図
の
作
成
と
平
行
的
に
進
め
る
。
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こ
の
作
業
の
進
行
状
態
を
み
な
が
ら
予
備
調

査
を
行
い
、
資
料
を
も
と
に
机
上
計
画
で
進
め

て
き
た
。
調
査
項
目
・
評
価
基
準
・
調
査
用
地

図
の
修
正
を
行
う
。
一
連
の
作
業
が
終
了
し
た

後
、
調
査
票
の
作
成
、
調
査
地
点
、
調
査
経
路

を
記
入
し
た
調
査
用
地
図
を
作
成
し
、
地
域
調

査
の
準
備
を
完
了
す
る
。
地
域
調
査
を
実
施
し

た
後
は
、
調
査
事
項
の
集
計
、
調
査
時
の
メ

モ
、
ス
ラ
イ
ド
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
な
ど
を
利
用
し
な
が

ら
、
調
査
地
点
の
問
題
点
を
把
握
し
て
都
市
デ

ッ
サ
ン
を
書
い
た
り
、
地
域
固
有
の
問
題
点
を

表―1　チェック項目

さ
が
し
出
し
、
次
の
調
査
の
た
め
に
、
調
査
項

目
、
評
価
基
準
、
調
査
地
図
の
修
正
を
行
う
の

で
あ
る
。

　
今
回
の
調
査
事
例
の
場
合
は
、
緑
区
環
境
図

集
、
緑
区
地
区
別
環
境
図
集
の
作
成
に
か
か
わ

り
、
地
区
別
環
境
評
価
を
行
っ
て
い
る
の
で
、

地
域
の
選
定
は
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
調
査
地
点
、
調
査
経
路
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
明
か
る
い
会
員
の
意
見
を
き
き
な
が

ら
、
地
形
図
と
航
空
写
真
、
地
域
案
内
地
図
な

ど
を
参
照
に
し
て
決
定
し
（
図
―
２
）
、
調
査

地
点
毎
に
調
査
項
目
六
の
う
ち
で
そ
の
地
点
で

調
査
を
必
要
と
す
る
も
の
数
点
に
し
ぼ
り
、
択

一
式
に
記
入
す
る
こ
と
に
し
た
（
表
―
１
）
。

調
査
終
了
後
は
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
個
体
数

を
単
純
に
集
計
し
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
で
表
し
た

図
表
を
作
成
し
た
。

　
調
査
は
地
域
全
体
の
評
価
を
目
ざ
し
た
が
、

地
点
を
特
定
し
た
こ
と
と
参
加
者
が
、
こ
の
地

域
の
住
人
で
な
い
こ
と
や
緑
区
職
員
数
が
多
い

こ
と
や
、
討
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を

含
ん
だ
ま
ま
、
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

表―2　景観（景観・街並み）の調査結果

注、集計欄の斜線部分は無記入

あ
る
。

　
景
観
（
景
観
、
街
並
）
　
（
表
―
２
）
　
景
観

の
た
め
の
調
査
地
点
一
二
地
点
、
街
並
の
調
査

地
点
三
地
点
の
集
計
で
あ
る
。

　
こ
の
地
域
は
、
東
京
急
行
電
鉄
田
園
都
市
線

青
葉
台
駅
の
そ
ば
か
ら
、
南
に
広
が
る
典
型
的

な
開
発
型
住
宅
地
で
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
昭

和
三
十
八
年
に
か
け
て
施
行
さ
れ
た
二
七
・
四

h
a
の
地
域
と
昭
和
三
十
八
年
か
ら
昭
和
四
十
二

年
に
か
け
て
施
行
さ
れ
た
六
五
h
a
に
昭
和
三
十

七
年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
に
か
け
て
施
行
さ
れ

た
宅
地
造
成
の
一
部
を
含
ん
だ
地
域
で
恩
田
川

流
域
の
市
街
化
調
整
区
域
の
農
業
地
を
持
つ
地

域
で
あ
る
。

　
旧
町
名
は
恩
田
町
、
西
八
朔
町
で
、
現
在
は

し
ら
と
り
台
、
さ
つ
き
が
丘
、
つ
つ
じ
が
丘
の

町
か
ら
成
り
、
面
積
一
三
五
h
a
、
人
口
一
一
、

二
〇
二
人
、
職
業
を
持
つ
住
民
の
多
く
は
首
都

東
京
都
内
へ
の
通
勤
者
で
、
そ
の
人
達
の
住
宅

が
主
と
な
っ
て
い
る
住
宅
地
域
で
あ
る
。
比
較

的
静
か
な
住
宅
地
だ
が
、
北
に
国
道
二
四
六
号

線
、
南
端
に
東
名
高
速
自
動
車
道
が
通
り
、
周

辺
部
の
自
動
車
騒
音
は
激
し
い
。

　
地
形
は
起
伏
が
あ
り
、
西
の
丘
は
し
ら
と
り

台
、
東
の
台
地
は
、
つ
つ
じ
が
丘
、
さ
つ
き
が

丘
で
、
高
台
か
ら
の
見
は
ら
し
は
良
く
、
南
部
の

恩
田
川
沿
い
に
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
公
園
（
表
―
３
）
　
地
域
内
に
あ
る
一
〇
ヵ

所
の
公
園
の
う
ち
、
八
ヵ
所
を
調
査
し
た
。
地

域
の
核
と
な
る
よ
う
な
広
い
公
園
は
な
い
が
、

４
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樹
木
の
多
い
公
園
が
比
較
的
に
多
く
、
他
地
域

の
公
園
に
比
較
し
て
管
理
状
態
も
良
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
横
浜
市
の
開
発
指
導
が
行
き
届
い

て
い
る
た
め
か
、
画
一
的
な
用
具
が
設
置
さ
れ

た
幼
児
の
た
め
の
公
園
で
、
利
用
者
の
年
齢
も

か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
公
園
の
木
々
に
名
札
は
な

く
、
開
発
時
に
既
存
の
ま
ま
残
し
た
よ
う
な
樹

木
は
、
専
門
家
で
な
い
住
民
に
は
木
の
名
前
は

知
り
に
く
い
。

　
緑
地
（
寺
社
林
、
斜
面
緑
地
、
雑
木
林
）
（
表

―
４
）
寺
社
林
一
個
所
、
斜
面
緑
地
三
個
所
、
雑

木
林
二
個
所
の
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
各
調
査

項
目
中
に
「
緑
の
量
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
項
で
は
森
林
の
樹
木
の
植
樹
粗

表―3　公園の調査結果

密
を
調
査
し
た
。
こ
こ
で
取
扱
っ
た
緑
地
は
、

殆
ん
ど
個
人
所
有
の
土
地
、
樹
木
で
、
公
園
な

ど
に
比
較
す
る
と
管
理
状
態
が
悪
く
、
鉄
線
が

は
っ
て
あ
っ
た
り
し
て
、
接
近
性
に
欠
け
る
。

こ
の
附
近
の
斜
面
緑
地
は
、
昆
虫
も
多
く
生
息

し
て
い
る
様
子
な
の
で
、
小
学
生
の
自
然
観
察

の
場
に
し
て
。
自
然
に
接
す
る
機
会
を
与
え
た

い
が
、
斜
面
緑
地
は
、
傾
斜
地
で
開
発
し
に
く

い
た
め
残
っ
た
所
で
あ
り
、
雑
木
林
は
持
主
の

都
合
で
残
さ
れ
た
所
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

っ
た
事
情
が
あ
る
が
、
住
宅
地
に
残
る
貴
重
な

緑
地
と
し
て
、
大
切
に
保
全
で
き
る
対
策
を
考

え
た
い
。

　
河
川
〈
恩
田
川
、
し
ら
と
り
川
〉
（
表
―
５
）

表―4　緑地の調査結果

表―5　河川の調査結果

こ
の
地
域
の
南
端
を
恩
田
川
が
流
れ
、
地
域
の

形
成
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
た
め
、
恩

田
川
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
一
k
m
に
わ
た
っ
て
川
岸

を
歩
い
て
み
た
。
し
ら
と
り
川
犯
つ
い
て
は
、

二
地
点
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
恩
田
川
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
を
ル
ー
プ
・
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
と
し
て
、
斜
面
緑
地
、
神
鳥
　
前
川

神
社
土
志
田
氏
の
石
碑
と
と
も
に
、
区
民
の
利

用
で
き
る
自
然
空
間
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を

提
案
し
、
し
ら
と
り
川
に
つ
い
て
も
、
斜
面
緑

地
を
取
入
れ
た
ミ
ニ
公
団
や
既
存
公
園
の
活
性

化
の
た
め
の
利
用
整
備
の
提
案
を
行
っ
て
、
行

政
の
対
応
を
待
っ
て
い
る
。

　
地
域
の
調
査
結
果
報
告
は
、
没
個
性
と
な

注、集計欄の斜線部分は無記入

り
、
地
域
の
問
題
が
浮
き
上
ら
ず
、
平
均
化
さ

れ
た
抽
象
的
問
題
と
な
っ
て
し
ま
う
。
個
別
の

問
題
を
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
解
決

に
向
う
た
め
に
は
、
住
民
が
参
加
し
た
調
査
、

計
画
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
Ｒ
・
ハ

ル
プ
リ
ン
の
提
唱
で
展
開
さ
れ
て
い
る
、
Ｒ
・

Ｓ
・
Ｐ
Ｖ
の
く
り
返
し
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

進
む
必
要
が
あ
る
。

　
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
を
調
査
し
、
問
題
地

点
の
改
良
案
と
し
て
、
各
人
各
様
の
意
見
を
出

し
あ
っ
た
中
か
ら
、
緑
と
水
と
景
観
を
組
合
せ

て
重
要
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て

七
地
点
の
意
見
を
ま
と
め
て
み
た
（
表
―
９
）
。

い
ま
あ
る
素
材
を
新
た
な
視
点
で
作
り
か
え
て

み
た
ら
ど
の
よ
う
に
変
り
、
価
値
あ
る
素
材
に

な
る
か
検
討
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
恩
田
川
（
図
―
３
）
　
恩
田
川
は
鶴
見
川
の

一
大
支
流
で
、
こ
の
あ
た
り
に
は
両
岸
に
農
地

が
広
が
り
、
支
流
梅
田
川
、
岩
川
か
ら
清
流
が

入
り
、
流
量
も
あ
る
の
で
、
上
流
の
町
田
市
や

周
辺
団
地
の
汚
水
の
流
入
が
減
少
す
る
と
、
魚

類
の
生
息
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
東
名

高
速
自
動
車
道
と
国
道
二
四
六
号
線
に
は
さ
ま

れ
て
お
り
、
自
動
車
騒
音
の
た
め
に
鳥
の
姿
を

見
か
け
な
か
っ
た
が
、
上
流
下
流
と
も
、
白
鷺

の
飛
揚
も
見
ら
れ
る
。
か
つ
て
暴
れ
川
の
異
名

を
と
っ
た
鶴
見
川
の
支
流
で
も
あ
り
、
恩
田
川

も
よ
く
氾
濫
す
る
川
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
耕

地
整
理
等
に
よ
っ
て
河
川
改
修
や
遊
水
池
の
設
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図―３　恩田川の改善イメージ

　　　　　　遊歩道をつくり親水性をます　（予想）

置
が
進
め
ら
れ
、
氾
濫
は
く
い
と
め
ら
れ
た

が
、
親
水
性
は
な
く
な
り
、
現
在
進
行
中
の
護

岸
工
事
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
自
然
環
境

無
視
の
施
工
を
行
っ
て
い
る
。
護
岸
工
事
の
根

本
的
見
直
し
と
設
計
変
更
に
よ
り
、
自
然
環
境

を
残
し
親
水
性
が
あ
り
、
両
岸
へ
往
来
で
き
る

遊
歩
道
の
設
置
を
周
辺
の
環
境
保
全
と
改
良
と

と
も
に
提
案
し
た
い
。

　
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
と
第
四
公
園
　
地
域
の

開
発
計
画
の
中
に
、
公
共
施
設
の
複
合
化
、
外

部
空
間
の
一
体
化
と
い
う
視
点
に
欠
け
、
つ
つ

じ
が
丘
小
学
校
と
、
西
側
の
つ
つ
じ
が
丘
第
四

公
園
の
間
を
道
路
で
分
断
し
、
小
学
校
西
側
の

斜
面
は
利
用
さ
れ
ず
、
寒
々
と
し
た
空
間
を
形

成
し
て
い
る
。

　
小
学
校
斜
面
に
積
極
的
に
植
樹
し
、
緑
化
を

計
る
と
と
も
に
公
園
と
一
体
化
し
た
活
用
を
す

る
。
斜
面
に
あ
る
既
存
の
径
、
階
段
を
利
用
し

て
散
策
路
を
つ
く
る
。
展
望
の
開
け
た
斜
面
上

部
に
展
望
台
を
設
置
し
、
方
位
案
内
図
を
つ
く

り
、
斜
面
上
部
か
ら
の
眺
望
を
一
般
市
民
に
開

放
す
る
と
と
も
に
小
学
校
を
街
の
地
域
施
設
で

あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

三
―
地
区
計
画
と
住
民

　
横
浜
市
の
行
政
区
の
多
く
は
、
自
主
的
に
地

区
カ
ル
テ
を
つ
く
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
現
在

ま
で
に
公
表
さ
れ
た
の
は
四
区
に
す
ぎ
な
い
。

　
中
区
を
は
じ
め
四
区
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
作
成
さ
れ
た
が
、
多
く
は
既
に
公
表
さ

れ
て
い
る
行
政
資
料
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
な
い

し
、
作
成
に
市
民
が
参
加
し
た
例
は
皆
無
に
等

し
い
。

　
調
査
季
報
「
地
区
計
画
と
住
民
」
特
集
（
第

5
3
号
）
で
、
私
は
ま
ち
づ
く
り
に
総
合
的
な
地

区
資
料
の
重
要
さ
を
述
べ
、
地
区
カ
ル
テ
と
し

て
行
政
情
報
資
料
が
公
開
さ
れ
る
と
き
、
市
民

の
た
め
の
情
報
の
質
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
い

く
つ
か
の
例
を
述
べ
た
が
、
四
区
の
地
区
カ
ル

テ
に
は
、
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　
私
が
作
成
に
か
か
わ
り
を
も
っ
た
緑
区
も
、

そ
の
例
に
も
れ
ず
、
抽
象
的
な
形
で
終
っ
て
い

る
。
要
求
し
た
資
料
も
事
業
情
報
、
地
域
基
本

情
報
と
し
て
、
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
局

で
さ
え
も
、
整
理
さ
れ
、
発
表
で
き
る
情
報
資

料
と
な
っ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
公
表
す
る

意
志
が
な
か
っ
た
。

　
行
政
情
報
の
不
足
し
た
資
料
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
計
画
資
料
と
し
て
の
力
が
弱
い
の
で
、

緑
区
で
は
市
民
の
日
常
生
活
に
必
要
で
、
公
表

を
計
さ
れ
た
行
政
資
料
を
、
日
常
の
市
民
生
活

に
関
係
の
深
い
分
類
に
組
替
え
て
、
「
緑
区
環

境
図
集
一
九
八
〇
」
　
（
五
十
五
年
九
月
刊
）
と

し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
こ
の
環
境
図
集
を
基
本
に
、
作
成
当

時
は
収
集
で
き
な
か
っ
た
資
料
を
追
加
し
、
分

析
し
て
地
区
別
環
境
評
価
、
地
区
別
環
境
図
を

つ
く
る
こ
と
に
し
た
。
地
区
は
横
浜
市
域
を
南

北
一
・
五
k
m
、
東
百
二
・
〇
k
m
で
分
割
す
る
メ

ッ
シ
ュ
を
利
用
し
、
極
小
地
区
は
隣
接
地
区
に

併
合
さ
せ
、
二
九
地
区
に
分
割
し
た
。
な
お
そ

の
結
果
は
「
緑
区
地
区
別
環
境
図
集
一
九
八

三
」
と
し
て
五
十
八
年
三
月
、
緑
区
か
ら
刊
行

さ
れ
た
。

　
地
区
分
割
は
容
易
だ
が
、
生
活
環
境
の
評
価

基
準
を
見
出
す
こ
と
が
困
難
で
、
緑
区
内
の
相

対
評
価
と
し
た
の
で
あ
る
。
メ
ッ
シ
ュ
毎
の
三

段
階
評
価
を
図
化
し
、
市
民
の
自
常
生
活
分
類

に
よ
っ
て
グ
ラ
フ
化
、
類
型
化
し
て
、
地
区
特

性
を
求
め
、
地
区
別
評
価
図
集
と
し
た
。
こ
の

と
き
多
く
の
点
で
良
好
な
特
点
を
示
す
北
八
朔

地
区
の
現
地
調
査
を
、
今
回
実
施
し
た
の
で
あ

る
。

　
調
査
結
果
を
検
討
し
て
、
現
地
調
査
は
生
活

圏
を
考
え
て
、
連
合
町
内
会
別
、
中
学
校
区

別
、
小
学
校
区
別
、
町
内
会
別
の
い
ず
れ
か
を

　
選
定
す
る
こ
と
が
実
情
に
適
し
た
地
域
選
定
で

　
あ
る
と
、
一
応
の
結
論
を
出
し
た
。
し
か
し
、

　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
目
的
別
に
適
宜
な

　
大
き
さ
の
地
域
選
定
が
必
要
で
あ
る
。
種
々
検

　
討
の
結
果
、
今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
小
学

　
校
区
に
限
定
し
、
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
を
調

　
査
地
域
に
選
び
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
緑
区
の
地
区
カ
ル
テ
作
成
、
地
区

　
別
環
境
評
価
、
地
域
調
査
、
提
言
ま
で
一
連
の

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
資
料
を
作
成
し
た
中
核
は
、

　
担
当
係
職
員
以
外
の
区
職
員
の
自
主
参
加
と
市

　
民
の
協
力
で
あ
り
、
そ
の
資
料
の
骨
格
か
ら
肉

　
付
け
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
各
区
そ
れ
ぞ
れ
の

　
事
情
が
あ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
対
応
が
異

　
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
各
事
業
局
、
区
行
政
当

　
局
の
地
区
カ
ル
テ
に
対
す
る
理
解
と
協
力
の
不

　
足
が
目
立
っ
て
い
る
。
市
民
参
加
の
行
政
が
叫

　
ば
れ
、
区
民
会
議
も
発
足
以
来
一
〇
年
を
超
え

　
て
い
る
が
、
公
表
さ
れ
る
行
政
資
料
の
少
な
さ

　
と
市
民
を
同
一
の
場
に
乗
せ
よ
う
と
し
な
い
行

　
政
の
た
め
に
市
民
は
ま
ち
づ
く
に
参
画
し
よ
う

　
と
せ
ず
、
街
は
行
政
の
つ
く
る
も
の
、
建
築
は

　
建
設
会
社
の
仕
事
と
し
、
気
に
入
ら
な
け
れ
ば

　
苦
情
を
言
え
ば
な
ん
と
か
な
る
と
考
え
る
市
民

　
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　
た
と
え
。
一
地
域
一
地
点
で
も
、
市
民
提
案

　
の
計
画
を
行
政
と
住
民
が
協
働
し
て
実
現
さ
せ

　
る
こ
と
が
必
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

　
る
。
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四
―
お
わ
り
に

　
十
日
市
場
駅
か
ら
調
査
地
域
に
向
う
途
中
の

農
家
の
庭
に
一
本
の
欅
が
聳
え
て
い
る
。
恩
田

川
沿
い
の
農
地
の
は
ず
れ
に
あ
り
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
、
ど
の
位
の
地
点
か
ら

眺
め
ら
れ
る
か
、
川
沿
い
の
斜
面
、
坂
道
か
ら

村
田
和
夫

　
横
浜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、
創
立
以

来
、
家
庭
、
学
校
を
含
め
た
地
域
社
会
と
青
少

年
と
の
関
係
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
提
言
や

「
青
少
年
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の

推
進
を
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
一
九
八
二
年
度

は
、
「
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に
私
た
ち
は
地

域
で
何
を
す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
問

題
に
取
り
組
む
た
め
、
「
青
少
年
を
育
む
地
域

れ
て
行
く
こ
と
に
危
機
感
を
も
つ
な
ら
、
せ
め

て
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
自
然
公
園
と

か
、
永
い
年
月
を
生
き
て
来
た
樹
木
を
選
び
大

切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
、
こ
こ
に
報
告
し
た
調
査
は
「
ま
ち

づ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
　
（
つ
つ
じ
が
丘
小
学

校
区
域
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）
と
し
て
、
ま
と

め
た
も
の
を
、
緑
区
カ
ル
テ
研
究
会
の
手
で
刊

民
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
地
図
と

い
う
形
を
つ
く
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、
地
域
全

体
へ
の
問
題
提
起
や
調
査
活
動
を
通
じ
て
の
青

少
年
関
係
者
の
組
織
化
、
活
用
に
よ
る
運
動
の

広
が
り
に
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
唯
一
、
中
区
第
六
地
区
で
は
、
環
境
調
査

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
地
域
の
教
育
論

議
の
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
特
筆

さ
れ
る
。

　
青
少
年
の
育
成
と
い
う
、
き
わ
め
て
住
民
の

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
調
査
及
び
ま
と
め
に
あ
た
っ
て
協
力
し
て
頂

い
た
緑
区
カ
ル
テ
研
究
会
の
方
、
緑
区
・
斉
藤

恒
樹
、
山
県
稔
生
、
教
育
委
員
会
事
務
局
・
越

智
二
郎
、
市
民
局
・
丸
山
由
利
子
氏
の
尽
力
に

よ
っ
た
こ
と
を
附
記
し
感
謝
し
た
い
。

〈
横
浜
市
建
築
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
緑
区
在
住
〉

一
　
綱
島
地
区
の
都
市
現
象
が
進
む

ニ
　
学
校
と
地
域
・
行
政
と
民
間
の
連
携
プ
レ
ー

三
　
市
民
の
手
に
よ
る
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り

四
　
地
域
に
開
か
れ
た
運
営
体
制
を
め
ざ
す

五
　
身
近
な
地
域
環
境
の
新
し
い
発
見
に
驚
く

六
　
「
育
て
！
綱
島
の
青
少
年
」
委
員
会
が
発
足

七
　
横
浜
で
中
学
生
に
よ
る
浮
浪
者
暴
行
事
件

八
　
青
少
年
問
題
は
都
市
の
病
理
現
象
で
あ
る

参
加
と
協
力
に
依
拠
す
る
活
動
に
お
い
て
は
、

特
に
新
し
い
発
想
を
も
っ
た
行
政
的
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
予
算
通
り
に
事
業

を
無
事
執
行
す
れ
ば
事
足
れ
り
と
す
る
の
で
な

く
、
事
業
に
か
か
わ
る
住
民
の
参
加
意
識
の
高

揚
、
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
の
組
織
化
、

地
域
住
民
へ
の
問
題
提
起
を
、
市
民
が
主
体
的

に
行
う
よ
う
に
促
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
主
体
は
あ
く
ま
で
市
民
で
あ
っ

て
、
行
政
は
そ
の
調
整
役
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ

調査季報78―-83. 6７

注
意
す
る
と
良
く
見
え
る
。
調
査
中
に
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
の
選
定
な
ど
を
話
合
っ
た
が
、
こ
の
欅

に
は
気
が
つ
か
ず
、
意
見
の
大
半
は
建
造
物
を

選
ん
だ
。
例
え
ば
、
ゴ
ル
フ
場
の
ネ
ッ
ト
や
デ

ザ
イ
ン
の
奇
抜
な
建
物
だ
っ
た
。

　
自
然
が
多
く
、
共
生
し
て
い
た
時
代
の
寺
社

の
塔
や
火
の
見
や
ぐ
ら
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

考
え
ら
れ
た
頃
の
残
滓
で
あ
る
。
自
然
が
失
わ

②
市
民
の
手
に
よ
る
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り

の
風
土
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
」
と
し
て
綱
島
地

区
を
指
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
の
見

直
し
を
図
る
た
め
の
「
環
境
マ
ッ
プ
づ
く
り
」

は
、
一
九
八
三
年
六
月
現
在
、
既
に
一
四
地
区

（
各
区
一
ヵ
所
）
で
、
青
少
年
指
導
員
が
中
心

に
な
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
行
政
の

環
境
浄
化
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

依
頼
さ
れ
た
青
少
年
指
導
員
の
努
力
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
他
の
青
少
年
指
導
者
は
も
と
よ
り
住
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